
2005 年 第 16 回 CAOS21 印象記 

 

 

世話人 

安藤眼科医院 

安藤展代 

 

 また今年も CAOS の季節がやってきた。何故こんなにいつも暑いときに、熱いことをし

なければならないのか、それでも出かけてしまう CAOS であった。 

 

 

 

第１日目 8 月４日：南青山アイクリニック横浜 

 

 午後２時：横浜、みなとみらい地区のクイーンズタワー C 4階の荒井先生のQueen’s Eye 

Clinic に集合した。私は横浜生まれの横浜育ち、横浜のことなら何でも訊いて、と言えたの

はずいぶん昔のことになってしまった。すっかり変わって外国のようになってしまった横

浜、一度ではとうてい覚え切れそうもないビルの中に診療所がある、そこに次々と患者さん

が訪れるのだから、住んでいる人たちも昔と、また自分の今の診療所の回りに住んでいる人

たちとも人種が違うのではないかとさえ思った。 

 

 荒井先生を CAOS がお訪ねしたのは数年前だったが、そのときよりも診療所のスペース

が増え、保険診療の充実が窺われた。先生は保険診療をする傍ら、同じビルの８階にある南

青山アイクリニック横浜で屈折矯正手術をされている。コンタクトレンズ販売所はまた別

にあり、分離された３つの施設をバランスよく運営されているようにお見受けした。 

 

 

 

 

 



 今日は Phakic-IOL 挿入術を見学させていただく予定である。 ５班に分かれて手術室に

入れていただく。みな固唾を呑んで見守る中、荒井先生は実に丁寧な、きれいな手術を見せ

てくださった。5 枚の Phakic-IOL はいずれもするすると眼内に入り、無事に虹彩に固定さ

れた。 

 

 P-IOL はその術式から、今までは屈折矯正手術をしていなかった白内障術者の興味をも

そそるものがあり、今回その向きでの参加者も含まれていたようである。白内障手術におけ

る過去の前房レンズの不評は忘れることのできないものであるが、当時と違うのは IOL の

デザインの差はもとより、粘弾性物質の存在も大きいであろう。 

 

症例検討会は隣接するホテルの一室で開かれたが、白内障術者としての観点からの質問や

討議も多く、充実したものであった。しかし、屈折矯正を希望する人は白内障手術患者とは

年齢層がちがい、手術に対する期待の質も期待値も異なるので、対応は難しいであろう。そ

の点、荒井先生はその両方を扱っておられることから、その出発点にも立っていない我々か

ら見ると、お話の一つ一つが参考になり、今後も末永くご指導いただきたいと思い、懇親会

場の窓から見える横浜港の夜景とともに、忘れがたい時間となった。 

 

 

 

 

 

第２日目 ８月５日：神奈川クリニック眼科 

 

 地下鉄みなとみらい線東急東横線で渋谷へ、そして JR で新宿へ、電車内も駅もなんと人

の多いことだろう、朝からの暑さも手伝って、そこまでで疲れてしまったのは私だけだろう

か。 

 

 今日は神奈川クリニック眼科を訪問する、がんばらなくては。神奈川クリニック眼科は 

新宿アイランドタワーの 35 階、総床面積 600 坪だそうだ。ひたすら広い待合室と家具の豪



華さにまず圧倒される。検査室も広く充実しており、個別の相談室は羨ましい。そこは新患

用で、再来患者の待合室はまた別にある。 

 

 

 

 

 手術室は広い廊下沿いに 5 室が 1 列に並び、硝子で仕切られたモニター室から廊下を含

めて一望できる。例によって交代にではあるが、イントラレーシック４例とエピレーシック

３例それに通常の LASIK を５例を見学させていただいた。始めて見るイントラレーシック

は感動的だった。照射時間が⾧くややじれったく感じられたが、マイクロケラトームが回り、

フラップをはがしてみるまで安心できない通常の LASIK より安定しているのだろうと感じ

られた。 

 

 北澤先生は淡々とどの患者さんにも優しく暖かく接し、しかも無駄の無い、研ぎ澄まされ

たとも言える手順で手術をして行かれる。医師を取り巻く優秀なサポーターの充実も目を

見張るものがある。医師が安心して手術に打ち込めるような環境作りが良く考えられてい

る。これだけの施設を運営するにはどれくらいの経費がかかるのか、手術をどのくらいした

ら経営が成り立つのかと、弱小医療法人理事⾧は頭の中で数字を並べたり、並べなおしたり

した。一方北澤先生は派手とも言えるクリニックの雰囲気とは裏腹に地道に眼科学を実践

しておられるように思えた。経営や、広報活動はまったく考えなくても良い状況の中で眼科

をこつこつとやっておられるという印象だった。それにしても土曜、日曜、ゴールデンウィ

ークなどに手術が集中し、平日も 9 時、10 時まで手術、外来をしているというのも我々に

はちょっとまねのできない話であった。 

 

 懇親会では医療経営はどうあるべきか、今後どうなって行くかというような話題に話が

進んだ。若い先生たちはこの世の中の動きを自分なりに解釈し、方向付けをして行かねばな

らないのは大変だろう、本来医者を志すものに欠けていることの多い面を何らかの形で補

足して行かねばならない時代なのだ。 

 



 

 

 

第３日目 8 月 6 日：大内眼科 ／ ⾧田眼科 

 

 今日は有馬温泉を目指してがんばるのだ、いや、small incision cataract surgery の見学で

ある。２班に分かれて新幹線に乗る。 

 

 

 

 

 私の班は京都駅で下車、昼食の後九条の大内先生のクリニックにお邪魔する。時間調整を

して数百メートルはなれた京都九条病院へ移動、にわか雨と雷に追われてみんなで走った。 

 

 昨日までのきらきらした、私の眼から見れば近未来の施設に比べて、この病院はなんと懐

かしい雰囲気であろうか。古色蒼然とした手術室に入って、待つことしばし、患者さんはな

かなか現れない。やっと患者さん入場、大内先生はご自分で患者さんをベッドに上げるとこ

ろから始め、丁寧に洗眼し、手術が始まる。大内先生の手術は大変よく考えられた、丁寧な

手術であった。極小切開から挿入する IOL の挿入もスムーズで、この日は白内障術者の錚々

たるメンバーが揃っていたのであるが、みな脱帽であった。何から何まで自分でやらなけれ

ばならないあの病院で手術をされている大内先生はきっとその中で落ち着いてものを考え、

あの術式を編み出されていかれたのであろう。 



 症例検討会、懇親会の席での出席者のスピーチでは、かなりの人々がこの術式を試みてい

るが、まだ様子を見ているということがわかった。切開が小さいに越したことはないが、今

のところそれに対応する IOL の汎用品が無いこと、今後 2.2mm 切開の co-axial PEA の噂

もあり、切開のサイズの点からだけで言えば今までの術式でも行けそうな感じがするので

それを待っているというような雰囲気だが、2-way での方法にはそれ以上のものがあるとい

うのが大内先生のお考えのように感じられた。入れる水の方向や力で単に切開幅が小さい

という以上のものを求められるのか、今後に徐々に答えが出るであろう楽しみな話題であ

る。熱い CAOS の会は有馬温泉の熱気にあおられて夜の更けるのも忘れる盛り上がりであ

った。 

 

 

 

 

 CAOS の会はもう 16 回を重ね、そのうち第３回目を始めとして、11 回も私は参加させ

ていただいている。いつもそのときのホットな話題に焦点をあわせて、私たちの興味を満足

させてくださっている。眼科学が急速な進化をし、手術が変わってゆくこの時代に対応した

い気持ちはあっても対応して行くのはなかなか難しい、あるときは方向がわからなくもな

る。色々な施設や話題の試みを訪ね、その真髄はどこかと目を見開き耳をそばだて、お互い

の discussion を通じて、自分の道を探って行く、そのような良いチャンスを与えてくださっ

て来たのが CAOS の会である。 

 

ある人から“先生はどなたからフェイコを習ったのですか？”と聞かれ、しばし考え

“CAOS の会です”と答えたが、これが私の本当の気持ちだ。この会を企画してこられたジャ

メックスの細川社⾧、会の度ごとにスケジュールの細部にわたって緻密な計画を立て、施設

側への迷惑を最小限にとどめ、会員には十分な満足を与えようと、心を砕いて奔走されてい

る中沢さん始め社員の皆様、そして協賛各社に心から感謝と敬意を表します。 

今年もありがとうございました。 


